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「
お
や
お
や
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
文
化

が
」
と
思
わ
ず
う
れ
し
く
な
る
も
の
に
出
会

い
ま
し
た
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
描

か
れ
た
「
江
原
八
景
」
と
題
さ
れ
た
画
巻
で

す
。拡

げ
て
み
る
と
、
序
文
は
な
く
、
い
き
な

り
絵
が
始
ま
り
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
景
が
連

な
っ
て
い
ま
す
。
上
部
に
添
付
さ
れ
た
短
冊

の
書
き
込
み
、
各
景
の
内
容
を
明
ら
か
に
し

て
く
れ
ま
す
。

１
矢
作
古
川
の
帰
帆　

帆
か
け
舟
が
戻
っ
て

く
る
夕
暮
れ
の
景
。

２
福
浄
寺
の
暮
雪　

福
浄
寺
の
夜
の
雪
景
。

３
江
原
大
橋
の
夕
照　

夕
焼
け
に
染
ま
る
寂

し
い
光
景
。

４
若
宮
の
晴
嵐　

た
な
び
く
霞
に
日
差
し
の

さ
し
こ
む
景
。

５
妙
喜
寺
の
晩
鐘　

夕
暮
れ
時
、
寺
の
鐘
の

音
が
響
き
わ
た
る
。

６
塚
田
の
落
雁　

雁
が
連
な
っ
て
舞
い
降
り

て
く
る
。

７
蓮
池
の
秋
月　

蓮
池
の
上
に
浮
か
ぶ
秋
の

月
。

８
神
明
の
大
松　

神
明
神
社
の
巨
松
。

矢作古川の帰帆

蓮池の秋月

「江原八景」より

江原神明社所蔵
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『
新
編
西
尾
市
史
研
究
』

第
二
号

　

Ａ
４
判　

平
成
二
十
八
年
四
月
中
旬
刊
行
予
定　

た
だ
い
ま
編
集
中
！　

　

市
史
編
さ
ん
事
業
の
過
程
の
調
査
・
研
究
の
成

果
を
い
ち
早
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
内
容
）
「
室
遺
跡
の
再
検
討
―
掘
立
柱
建
物
跡

の
復
元
を
中
心
に
―
」
「
中
世
に
お
け
る
吉
良
氏

と
高
氏
―
室
町
期
南
九
州
の
史
料
に
見
る
伝
承
と

史
実
―
」
「
地
域
社
会
の
近
代
化
と
農
民
の
日
常

生
活
―
幡
豆
郡
幡
豆
村
七
番
組
『
牧
野
日
記
』
を

と
お
し
て
（
１
）
」
「
華
蔵
寺
蔵
「
禅
定
尼
像
」

に
つ
い
て
」
「
常
福
寺
本
堂
・
善
光
寺
堂
の
仏
像

―
常
福
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
本
堂
本
尊
）
・
阿

弥
陀
如
来
立
像
（
善
光
寺
堂
安
置
）
の
美
術
史
学

的
調
査
、
な
ら
び
に
不
動
明
王
立
像
表
面
仕
上
げ

の
自
然
科
学
的
調
査
―
」
「
西
尾
市
で
発
見
さ
れ

た
ヒ
ロ
マ
キ
ミ
ズ
マ
イ
マ
イ
と
近
縁
種
に
つ
い

て
」
「
西
尾
市
の
岩
石
と
地
質
―
主
に
採
石
場
の

岩
石
か
ら
ー
」
ほ
か
（
予
定
）

＊
第
一
号
は
公
表
に
つ
き
完
売
し
ま
し
た
。

刊行
予定

刊
行
物
の
ご
案
内

西
尾
の
歴
史
や
文
化
、
風
土
が
わ
か
る
よ
う
な
資

料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
調
査

を
行
い
、今
後
の
市
史
編
さ
ん
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

・
古
文
書
や
古
い
日
記
な
ど　

・
戦
前
の
市
内
の

１　

野
草
の
調
査
や
写
真
撮
影
を
行
う
た
め
、
前

も
っ
て
看
板
と
目
印
（
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
の
囲
い
な

ど
）
を
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

周
辺
の
草
刈
り
を
さ
れ
る
場
合
に
、
目
印
が
付
け
ら

資
料
や
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

動
植
物
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

担当・お問い合わせ
西尾市教育委員会文化振興課 市史編さん担当

〒四四五 ─ 〇八四七　西尾市亀沢町四八〇　
　西尾市岩瀬文庫内

　TEL　　〇五六三 ─ 五六 ─ 二四五九
　FAX　　〇五六三 ─ 五六 ─ 二七八七
　E-mail　iwasebunko@city.nishio.lg.jp

れ
た
野
草
（
数
本
程
度
）
を
残
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２　

哺
乳
類
（
野
ネ
ズ
ミ
や
モ
グ
ラ
、
コ
ウ
モ
リ
な

ど
）
の
生
息
調
査
の
た
め
、
草
む
ら
や
洞
穴
な
ど
に

捕
獲
罠
を
仕
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
周
囲
に
目
印
の
看
板
を
設
置
い
た
し
ま
す
の

で
、
草
刈
り
な
ど
を
さ
れ
る
場
合
は
、
看
板
の
連
絡

先
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
編
西
尾
市
史
第
二
号
　
平
成
28
年
2
月
1
日
発
行

（8）第2号 新編 西尾市史だより



て
き
た
し
た
も
の
な
の

で
す
。
日
本
で
は
鎌
倉

か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
作
品
が
中
国
か
ら
伝

わ
る
と
、
水
墨
画
の
中

心
的
画
題
と
し
て
定
着

し
、
江
戸
時
代
に
は
そ

れ
に
な
ら
っ
て
近
江
八

景
、
金
沢
八
景
な
ど
、

各
地
に
八
景
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
西
尾

の
江
原
と
い
う
狭
い
地

域
レ
ベ
ル
で
も
八
景
が

案
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
の
で
す
。
こ

こ
で
は
八
つ
の
題
の
う

ち
「
瀟
湘
夜
雨
」
の
夜

雨
の
み
が
大
松
に
変
わ
っ
た
以
外

は
、
本
来
の
情
景
を
踏
襲
し
て
い

ま
す
。

全
八
図
、
い
ず
れ
も
現
存
す
る

寺
社
や
地
名
で
あ
り
、
す
ぐ
に
ピ

ン
と
く
る
で
し
ょ
う
。
若
干
の

説
明
が
必
要
な
の
は
ま
ず
「
若

宮
」。
明
治
四
十
二
年
に
江
原
神

明
社
に
合
祀
さ
れ
る
前
、
別
の
所

に
あ
っ
た
時
の
姿
で
し
ょ
う
か
。

も
う
ひ
と
つ
「
蓮
池
」
は
安
藤
川

左
岸
の
現
蓮
池
新
田
の
か
つ
て
の

姿
で
し
ょ
う
。
手
前
に
は
地
名
ど

お
り
の
蓮
の
池
が
見
え
ま
す
。
東

の
山
に
満
月
が
の
ぼ
っ
た
景
を
描

い
て
、
な
か
な
か
の
好
図
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。

狭
い
地
域
に
巧
み
に
景
を
設
定

し
た
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
を
郷
土
自
慢
と
し

て
済
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。絵

の
あ
と
に
、
文
化
八
年
の
年

紀
を
持
つ
跋
文
が
続
き
ま
す
。
大

意
は
次
の
と
お
り
。

「
辻
村
家
の
古
い
文
書
類
の
な

か
に
、
吉
良
の
庄
江
原
の
面
白
い

所
を
詠
ん
だ
歌
を
書
い
た
も
の

が
あ
っ
た
。
紙
の
古
さ
や
筆
使
い

か
ら
最
近
の
も
の
で
は
な
く
、
丹

波
守
が
い
た
こ
ろ
に
作
ら
せ
た
も

の
に
違
い
な
い
。
辻
村
さ
ん
は
こ

れ
を
題
材
に
し
て
八
つ
の
勝
れ
た

景
色
を
絵
に
描
か
せ
て
み
た
。
皆

で
、こ
れ
を
使
っ
て
、漢
詩
で
も
、

和
歌
で
も
、
俳
句
で
も
い
い
か
ら

作
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い

い
。」
と
い
う
の
で
す
。

そ
う
で
す
、
西
尾
の
江
原
の
大

庄
屋
で
あ
っ
た
辻
村
氏
が
中
心
と

な
っ
て
「
八
景
」
を
選
ん
で
絵
を

描
き
、
歌
を
詠
ん
で
楽
し
ん
だ
こ

と
が
う
か
が
え
る
の
で
す
。
こ
の

こ
と
は
重
要
で
す
。
瀟
湘
八
景
の

各
景
を
地
元
の
景
に
あ
て
は
め
る

こ
と
を
楽
し
み
、
そ
れ
を
絵
に
描

き
、
歌
に
詠
ん
で
楽
し
む
。
江
戸

時
代
の
後
期
の
西
尾
の
地
に
、
こ

う
し
た
文
雅
に
親
し
む
空
気
が
浸

透
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
く
れ
る
の
で
す
。

な
お
、
絵
の
最
後
に
捺
さ
れ
る

印
か
ら
作
者
の
名
「
峻
溟
」
が
分

か
り
ま
す
が
、
詳
細
は
不
明
。
今

後
の
調
査
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

美
術
工
芸
・
建
造
物
部
会　

編
集
委
員　

神
谷 

浩

八
ツ
面
山
の
東
、
安
藤
川
の
南

の
一
帯
が
江
原
町
。
そ
の
辺
り
の

趣
あ
る
光
景
を
描
く
こ
れ
ら
「
八

景
」
は
、
単
に
八
つ
の
景
色
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国

で
古
く
よ
り
風
光
明
媚
な
名
所
と

し
て
名
高
い
洞
庭
湖
周
辺
の
景
か

ら
と
び
き
り
の
光
景
を
八
カ
所
選

ん
で
、
詩
に
詠
み
、
絵
に
描
か
れ

若宮の晴嵐
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古
代
部
会
は
当
面
、
史
料
編
の
刊
行
を

目
指
し
ま
す
が
、
現
在
は
委
員
二
名
の
み

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
効
率

よ
く
進
め
る
た
め
、
田
島
が
所
属
す
る
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
へ
研
究
委
託
を
行

い
、
史
料
編
纂
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
と
し
て
史
料
編
の
編
さ
ん
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

史
料
編
纂
所
で
は
、
奈
良
時
代
古
文

書
・
平
安
遺
文
・
古
記
録
な
ど
古
代
史
関

係
史
料
の
全
文
検
索
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
て

い
ま
す
。
史
料
が
限
定
さ
れ
る
古
代
史
の

資
料
編
編
さ
ん
で
は
、
こ
う
し
た
全
文
検

索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
史
料
を
入

力
し
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
用
い
て
校
訂
を

加
え
、
よ
り
よ
い
テ
キ
ス
ト
を
確
立
す

る
、
と
い
う
の
が
効
率
の
良
い
新
し
い
方

式
で
す
。
編
纂
所
の
外
部
か
ら
で
は
ア
ク

セ
ス
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
所
内
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
に
は
制
限
が
な
く
、
更
にH

i-
CAT Plus

（
ハ
イ　

キ
ャ
ッ
ト
プ
ラ
ス
）

と
呼
ば
れ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
た
画
像
や
高
精
細
で
撮
影
し
た

デ
ジ
タ
ル
画
像
を
検
索
・
閲
覧
す
る
シ
ス

テ
ム
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
そ
れ

ら
を
史
料
蒐
集
や
校
訂
に
利
用
で
き
ま

す
。そ

こ
で
、
十
月
よ
り
早
稲
田
大
学
文
学

研
究
院
博
士
後
期
課
程
古
代
史
専
攻
の
藤

田
佳
希
さ
ん
を
史
料
編
纂
所
Ｐ
―
Ｒ
Ａ

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
）
と
し
て
採
用
し
、
史
料
編
の
蒐

集
・
原
稿
作
成
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
藤
田
さ
ん
は
「
王
権
か
ら
見
た

武
士
─
武
士
・
将
種
・
兵
─
」
（
『
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
九　

二
〇
一
四
年
）
・
「
源
経
基
の
出
自
と

「
源
頼
信
告
文
」
」
（
『
日
本
歴
史
』

八
〇
五　

二
〇
一
五
年
）
を
発
表
し
て
い

る
新
進
気
鋭
の
研
究
者
で
、
現
在
、
三
河

国
幡
豆
郡
関
連
の
史
料
蒐
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
「
三
河
国
」
や
現
在
の

西
尾
市
域
に
相
当
す
る
「
幡
豆
郡
」
の
表

記
が
見
ら
れ
る
史
料
を
集
め
、
こ
れ
以
外

に
も
三
河
国
が
属
し
た
「
東
海
道
」
や
現

在
の
西
尾
市
域
の
一
部
を
含
む
「
碧
海

郡
」
の
表
記
が
見
ら
れ
る
史
料
も
蒐
集
し

て
い
ま
す
。
対
象
と
す
る
時
代
は
治
承
四

年
（
一
一
八
〇
）
の
源
頼
朝
挙
兵
ま
で
で

あ
り
、
崇
峻
天
皇
二
年
（
五
八
九
）
か
ら

天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
ま
で
の
史
料
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
『
日
本
書

紀
』
以
下
六
国
史
に
記
載
さ
れ
た
も
の
は

既
に
入
力
済
み
で
す
。

ま
た
、
原
稿
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
史

料
の
校
訂
も
行
い
ま
す
。
つ
ま
り
、H

i-
CAT Plus

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
や
架
蔵

の
紙
焼
き
写
真
帳
を
利
用
し
、
宮
内
庁
書

陵
部
所
蔵
九
条
家
本
・
伏
見
宮
家
本
・
柳

原
家
本
や
宮
内
庁
侍
従
職
管
理
京
都
御
所

東
山
御
文
庫
本
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵

柳
原
家
本
、
陽
明
文
庫
所
蔵
近
衛
家
本
な

ど
の
古
写
本
・
善
本
を
用
い
て
テ
キ
ス
ト

を
確
定
し
、
正
確
な
本
文
を
作
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
特
に
平
安
時
代
の
史

料
は
、
上
記
の
禁
裏
・
公
家
文
庫
に
善
本

が
多
く
含
ま
れ
る
た
め
、
正
確
な
本
文
の

作
成
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

作
業
に
当
た
っ
て
は
、
善
本
の
デ
ジ

タ
ル
画
像
を
用
い
、
一
字
一
句
を
検
討

し
ま
す
。
そ
れ
で
も
不
明
な
場
合
は
、

原
本
調
査
に
よ
っ
て
原
稿
を
作
成
し
ま

す
。
た
と
え
ば
、
陽
明
文
庫
所
蔵
『
兵
範

記
』
仁
安
四
年
（
一
一
五
四
）
夏
巻
（
清

書
本
）
［
近
衛
家
記
録
十
五
函
文
書
の

内
、
第
十
一
函
九
号
］
紙
背
久
寿
元
年

（
一
一
五
四
）
十
月
二
十
六
日
付
「
志
貴

庄
住
人
等
解
」
（
『
平
安
遺
文
』
七
巻

三
六
三
六
号
、
『
新
編　

安
城
市
史
』
五　

資
料
編　

古
代　

二
一
五
。
志
貴
庄
は
旧

碧
海
郡
・
幡
豆
郡
域
に
及
ぶ
摂
関
家
の
所

領
）
は
裏
打
ち
が
厚
い
た
め
写
真
な
ど
で

は
読
め
ま
せ
ん
が
、
原
本
調
査
で
新
た
に

文
書
署
名
者
二
名
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
史
料
本
文
に
は
近
年
の
研
究

成
果
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
行
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
従
来
不
明
だ
っ
た
三
河
国
司

の
人
名
が
近
年
の
研
究
に
よ
り
判
明
し
た

場
合
は
、
本
文
の
傍
注
と
し
て
付
し
ま

す
。以

上
の
作
業
を
通
し
て
原
稿
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
六
年
二
月
か
ら
は
、
さ
ら
に
明

治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
在
学
の
中
古
文
学
専
攻
の
大
学
院
生
を

学
術
支
援
専
門
職
員
と
し
て
採
用
し
、
文

学
関
係
資
料
の
蒐
集
も
開
始
す
る
予
定
で

す
。
こ
ち
ら
は
『
万
葉
集
』
や
『
今
昔
物

語
集
』
等
に
見
え
る
三
河
国
の
記
述
を
対

象
と
し
ま
す
。

古
代
部
会
　
編
集
委
員

田た

島じ
ま

　
公い

さ
お

調査のようす

こ
ち
ら

古
代
部
会
で
す
。
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民
俗
部
会
は
、
具
体
的
な
地
域
社
会

と
結
び
つ
い
た
民
俗
資
料
（
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
形
成
さ
れ
た
習
俗
）
の
「
今
」

を
記
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
多
様
な

姿
の
中
か
ら
、
民
俗
変
容
の
過
程
、
民
俗

と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
、
事
象
の
意
味

な
ど
を
追
究
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
西
尾
市
を
大
き
く
四

地
区
（
幡
豆
・
吉
良
・
一
色
・
マ
チ
＝
旧

市
部
）
に
区
切
り
、
「
あ
る
く
・
み
る
・

き
く
・
か
ん
が
え
る
」
を
調
査
の
基
本
方

針
と
し
、
幡
豆
地
区
か
ら
調
査
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

調
査
の
基
本
方
針
の
中
に
「
か
ん
が

え
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
た
の

は
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
仰
ぎ
、
地
域

の
「
今
」
を
し
っ
か
り
と
記
録
し
、
も
う

一
度
具
体
的
な
地
域
社
会
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
地
域
社
会
の
問
題
を
発
見
し

て
、
そ
の
解
決
を
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

考
え
、
今
後
に
向
け
て
の
姿
を
描
く
た
め

寺部の打込み太鼓

に
別
巻
民
俗
を
編
集
し
た
い
と
願
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

現
在
、
調
査
を
進
め
て
い
て
多
く
の

情
報
を
頂
き
、
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

各
地
で
秋
の
祭
り
が
終
わ
り
、
参
加

者
が
集
ま
り
慰
労
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
慰
労
会
を
幡
豆
、
吉
良
、
知
多

の
海
岸
部
で
は
、
「
イ
タ
ナ
ガ
シ
」
「
イ

タ
ア
ラ
イ
」
と
か
「
ヤ
マ
オ
ロ
シ
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
呼
び
名
の
語
源
は

と
言
う
と
、
ヤ
マ
オ
ロ
シ
は
山
車
（
ダ

シ
、
ヤ
マ
、
ホ
コ
、
ダ
ン
ジ
リ
）
の
解
体

な
ど
の
後
片
付
け
を
「
ヤ
マ
オ
ロ
シ
」
と

称
し
、
そ
の
後
の
お
疲
れ
会
も
ヤ
マ
オ
ロ

シ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
イ
タ
ア
ラ
イ
、
イ
タ
ナ
ガ

シ
は
と
言
う
と
、
山
車
を
解
体
し
て
洗
っ

た
と
言
う
こ
と
か
板
洗
い
を
指
す
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
各
地
の
呼
称
を
見
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
イ
タ
系
・
・
イ

タ
ナ
ガ
シ
（
幡
豆
・
吉
良
・
米
原
）
、

イ
タ
ア
ラ
イ
（
常
滑
）
、
イ
タ
ハ
ラ
イ

（
美
浜
）
、
イ
タ
シ
キ
ア
ラ
イ
（
九
州
地

域
）
、
ハ
ナ
イ
タ
ハ
ズ
シ
・
ハ
ナ
イ
タ
オ

ロ
シ
（
大
坂
南
部
～
泉
州
）
、
ナ
ガ
シ

系
・
・
オ
ハ
チ
ナ
ガ
シ
（
遠
州
）
、
ア
ラ

イ
系
・
・
ハ
チ
ア
ラ
イ
（
東
京
神
田
・
神

奈
川
・
新
潟
県
長
岡
市
）
、
オ
ケ
ア
ラ

イ
・
オ
ケ
ス
ス
キ
（
熊
本
北
部
）
、
ヤ
マ

系
・
・
ヤ
マ
イ
キ
（
半
田
亀
崎
）
、
ヤ
マ

オ
ロ
シ
（
常
滑
北
条
・
美
濃
加
茂
市
）
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
（
岡
本
大
三
郎
調

査
記
録
よ
り
）

幡
豆
地
区
は
、
海
と
山
の
地
域
と
い

う
こ
と
で
、
漁
労
・
海
運
に
関
す
る
情
報

も
多
く
聞
き
取
り
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
船
乗
り
用
語
と
し
て
、
イ
ワ

テ
・
・
風
上
、
シ
タ
バ
・
・
風
下
、
ナ
ミ

ガ
ワ
ラ
ウ
・
・
波
頭
が
砕
け
白
く
な
る
様

子
、
チ
ョ
ウ
・
・
錨
を
数
え
る
時
に
使

う
。
船
乗
り
の
信
仰
と
し
て
、
金
毘
羅

宮
、
青
峰
山
、
白
幡
観
音
、
豊
川
稲
荷
、

伊
勢
神
宮
を
参
拝
す
る
と
伝
え
て
い
ま

す
。ま

た
こ
の
地
区
は
、
谷
地
形
に
集

落
・
耕
地
が
展
開
し
て
い
る
様
子
が
し
っ

か
り
と
伺
え
ま
す
。
溜
池
の
役
割
と
水
の

管
理
、
ま
た
、
沢
（
サ
ワ
）
の
地
名
な
ど

も
記
録
さ
れ
、
地
図
上
に
落
と
し
て
あ
る

も
の
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
七

番
組
、
旧
小
野
ヶ
谷
の
西
上
池
の
近
く

は
、
「
オ
オ
キ
イ
サ
ワ
」
と
呼
び
、
西
上

池
の
北
部
を
「
ナ
ガ
ザ
ワ
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
幡
豆
に
は
、
特
異
な
祭
礼
行

事
も
多
く
見
ら
れ
、
多
く
の
人
々
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
地
域
の
人
々
の

手
厚
い
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
チ
ャ

ラ
ボ
コ
太
鼓
や
大
太
鼓
を
打
つ
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
バ
チ
（
寺
部

で
は
「
ブ
チ
」
と
い
う
）
の
形
と
呼
び
名

も
比
較
、
検
証
が
必
要
で
す
。
（
伴
野
義

広
調
査
記
録
よ
り
）

今
後
、
吉
良
町
、
一
色
町
（
佐
久

島
）
、
マ
チ
（
旧
市
街
地
）
へ
調
査
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
情
報
提
供
と
調
査
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

民
俗
部
会
　
編
集
委
員野の

本も
と

　
欽き

ん

也や

こ
ち
ら

民
俗
部
会
で
す
。
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ウシモツゴ

自
然
部
会
で
は
五
年
間
の
調
査
と
二

年
間
の
執
筆
編
集
を
行
い
、
別
巻
「
自
然

編
」
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

歴
史
や
文
化
・
芸
術
等
の
分
野
は
、

「
人
が
何
を
行
い
、
何
を
遺
し
て
き
た
の

か
」
の
記
録
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
然
編

で
は
人
間
が
介
在
し
な
い
、
文
字
通
り
自

然
に
つ
い
て
の
記
録
を
残
し
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
は
環
境
破
壊
や
外
来
動
植
物
等

の
人
為
的
影
響
が
無
視
で
き
な
い
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
編
の
対
象
は
、
里
山
・
田
畑
・

草
む
ら
・
川
・
池
・
海
に
見
ら
れ
る
動
植

物
・
地
質
・
気
候
な
ど
の
全
て
と
な
り
ま

す
。
動
物
で
は
哺
乳
類
・
鳥
類
・
爬
虫

類
・
両
生
類
・
魚
類
・
軟
体
動
物
・
昆

虫
・
蜘
蛛
・
多
足
類
や
水
中
に
棲
む
エ

ビ
・
カ
ニ
・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
植
物
で
は

藍
藻
・
紅
藻
・
褐
藻
な
ど
の
海
藻
か
ら
コ

ケ
、
シ
ダ
や
裸
子
植
物
、
被
子
植
物
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
西
尾
市
は
合
併
で
面

積
が
約
二
倍
と
な
っ
て
多
彩
な
環
境
と
な

り
、
大
変
興
味
深
い
、
逆
を
言
え
ば
調
べ

尽
せ
な
い
ほ
ど
の
範
囲
と
な
り
ま
し
た
。

可
能
な
限
り
の
時
間
と
労
力
を
費
や
す
意

気
込
み
で
す
が
、
自
然
全
体
か
ら
す
れ
ば

そ
の
一
端
の
紹
介
に
留
ま
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

自
然
は
毎
日
、
市
民
の
誰
も
が
目
に

し
て
い
る
は
ず
で
す
。
「
こ
れ
は
、
な
あ

に
？
」
と
い
う
疑
問
に
少
し
で
も
多
く
お

答
え
し
、
人
間
の
生
活
に
不
可
欠
な
自
然

に
つ
い
て
よ
り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
尾
市
域
の
特
性
は
、
愛
知
県
の
中

央
を
流
れ
る
矢
作
川
の
河
口
部
に
あ
り
、

三
河
湾
に
面
し
た
温
暖
な
土
地
で
す
。
植

物
学
か
ら
見
る
と
、
東
海
丘
陵
要
素
植
物

群
と
い
わ
れ
る
東
海
地
方
特
有
の
シ
デ
コ

ブ
シ
や
シ
ラ
タ
マ
ホ
シ
ク
サ
、
モ
ウ
セ
ン

ゴ
ケ
等
の
希
少
な
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
湿
地
に
は
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や

ヒ
メ
タ
イ
コ
ウ
チ
、
周
辺
の
里
地
の
た
め

池
に
は
ウ
シ
モ
ツ
ゴ
な
ど
、
こ
の
地
方
で

し
か
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
動
物
が
生
息
し

ま
す
。
特
に
ウ
シ
モ
ツ
ゴ
は
国
の
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
で
一
九
九
一
年
に
、
愛
知
県
の

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
も
二
〇
〇
一
年
に
絶
滅

危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
尾
市

は
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
一
九
九
〇
年
に
ウ

シ
モ
ツ
ゴ
と
カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
を
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
ウ
シ
モ

ツ
ゴ
は
地
球
上
で
も
愛
知
・
岐
阜
・
三
重

の
数
箇
所
に
し
か
生
息
し
な
い
貴
重
な
魚

で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
生
息
地
は
危
機

的
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
西
尾

市
で
も
野
生
個
体
は
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
飼
育
下
の
水
槽
や
保
護
池
で
命

の
リ
レ
ー
と
も
い
え
る
保
護
活
動
が
実
を

結
ん
で
い
ま
す
。　

旧
市
史
は
、
四
十
五
年
ほ
ど
前
に
資

料
編
史
料
Ⅳ
と
し
て
動
物
・
野
鳥
・
植
物

の
三
巻
を
発
刊
し
ま
し
た
。
当
時
の
市
長

の
序
文
に
「
自
然
の
撹
乱
・
破
壊
が
懸
念

さ
れ
、
破
壊
と
保
護
、
生
物
の
消
長
の
転

機
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
中
略)

こ

の
三
巻
は
現
時
点
で
の
市
内
生
物
の
戸
籍

簿
で
あ
り
ま
す
。(

中
略)

こ
こ
に
記
さ
れ

た
市
内
の
生
物
の
今
後
の
変
遷
消
長
は
、

こ
の
後
い
つ
の
機
会
に
か
実
施
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
再
調
査
の
結
果
と
照
ら
し
明
ら
か

に
な
り
ま
し
ょ
う
が
、
我
々
の
急
務
は
こ

れ
ら
の
自
然
と
生
物
の
生
存
を
で
き
る
だ

け
保
障
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
吾
々
は
次

の
世
代
へ
の
責
務
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
い
つ
の
機

会
に
か
実
施
さ
れ
る
再
調
査
」
が
今
ま
さ

に
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
五
年
後
に
は

五
十
年
経
過
し
た
生
物
の
変
遷
消
長
が
明

ら
か
と
な
る
は
ず
で
す
。
か
つ
て
は
数
百

年
か
ら
数
千
年
、
数
万
年
か
け
て
環
境
が

変
化
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
生
物
相
の
変

化
が
起
き
て
き
た
筈
で
す
。
調
査
は
ま
だ

開
始
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
人
為
的
な
影

響
に
よ
り
急
激
な
変
化
が
起
き
て
い
る
の

は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

今
回
の
調
査
結
果
を
過
去
の
デ
ー

タ
、
さ
ら
に
先
の
五
十
年
、
百
年
後
の

デ
ー
タ
と
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
私

た
ち
の
住
む
環
境
の
変
化
が
明
ら
か
と
な

り
、
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。
そ
の
と
き
が
本
当
の
自
然
編
の

役
目
を
果
た
す
と
き
と
な
る
で
し
ょ
う
。

自
然
部
会
　
編
集
委
員増ま

す

田だ

　
元も

と

保や
す

こ
ち
ら

自
然
部
会
で
す
。
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編
さ
ん
委
員
会　
４
月
８
日

編
集
委
員
会　
　

５
月
３
日

考
古
部
会
　

●
部
会

６
月
13
日
・
９
月
19
日
・
12
月
26
日

●
調
査

４
月
～	

八
王
子
貝
塚
出
土
資
料
（
徳
川
美

術
館
・
東
京
大
学
人
類
学
博
物
館

ほ
か
）

４
月
・
10
月	

清
水
遺
跡
発
掘
調
査
に
関
す
る
聞

取
り

８
月	

善
光
寺
沢
南
古
墳
測
量

○
月	

寺
部
城
跡
測
量　

古
代
・
中
世
部
会

●
部
会

４
月
４
日
（
中
世
）
・
11
月
13
日
（
古
代
・
中

世
）

●
調
査

９
月
５
日
・
６
日　

佐
久
島
現
地
踏
査
・
資
料
検

討
会

11
月
23
日　

矢
島
家
文
書
（
諏
訪
市
博
物
館
）

●
研
究
委
託

10
月
１
日
～　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所（
３
頁
参
照
）

近
世
部
会

●
部
会

４
月
11
日
・
11
月
１
日

●
調
査

11
月
20
日	
実
相
寺
（
上
町
）
文
書
・
養
寿
寺	

（
下
矢
田
町
）
文
書

●
寄
託
・
寄
贈
文
書
等
整
理

４
月
～
11
月　

計
57
回

近
代
・
現
代
部
会

●
部
会

９
月
７
日

●
調
査

４
月
16
日	

市
役
所
保
管
公
文
書

５
月
７
日	

旧
三
町
役
場
保
管
公
文
書

９
月
17
日	

杉
浦
家
（
一
色
町
）
文
書
・
天
野
家

（
吉
良
町
）
文
書

10
月
7
日
・
12
月
10
日	

牧
野
家
（
西
幡
豆
町
）

聞
取
り

●
寄
託
・
寄
贈
文
書
整
理

４
月
～
12
月　

計
18
回

●
新
聞
「
新
愛
知
」
調
査
　

４
月
～
12
月　

鶴
舞
中
央
図
書
館　

計
50
回　

自
然
部
会

●
部
会

５
月
31
日
・
10
月
28
日

主
な
活
動
記
録

（
平
成
27
年
4
月
〜
27
年
1
月
現
在
）

佐久島調査の様子

実相寺調査の様子

第2号（6）新編 西尾市史だより



●
市
内
の
地
質
・
動
植
物
調
査

４
月　
　

20
回

５
月　
　

20
回

６
月　
　

６
回

７
月　
　

17
回

８
月　
　

７
回

９
月　
　

14
回

10
月　
　

９
回

11
月　
　

６
回

12
月　
　

16
回

美
術
工
芸
・
建
造
物
部
会

●
部
会

４
月
28
日	

颯
田
家
（
吉
良
町
）
・
海
蔵
寺

（
同
）　

建
造
物
・
絵
画
予
備
調
査

５
月
23
・
24
日	

花
岳
寺
（
吉
良
町
）
・
華
蔵
寺

（
同
）・
瑞
用
寺
（
巨
海
町
）　

彫
刻

６
月
８
日	

実
相
寺
（
上
町
）
・
康
全
寺
（
満
全

町
）　

工
芸
品

６
月
20
日	

寺
津
八
幡
社
（
寺
津
町
）
・
西
福
寺

（
吉
良
町
）　

工
芸
品

６
月
27
～
29
日	

瀬
門
神
社
（
吉
良
町
）　

馬
具

７
月
３
日	

海
蔵
寺
（
吉
良
町
）
・
幡
豆
歴
史
民

俗
資
料
館　

工
芸
品

７
月
25
日	

願
成
寺
（
巨
海
町
）
・
実
相
寺
（
上

町
）　

工
芸
品

７
月
31
日	

華
蔵
寺
（
吉
良
町
）　

絵
画

８
月
１
日	

善
福
寺
（
中
町
）
・
縁
心
寺
（
同
）
・

康
全
寺
（
満
全
町
）
ほ
か　

絵
画

８
月
18
日	

安
楽
寺
（
小
島
町
）　

絵
画
予
備
調
査

８
月
31
日	

颯
田
家
（
吉
良
町
）　

建
造
物

９
月
20
・
21
日	

個
人
宅
（
錦
城
町
）
・
正
顕
寺

（
貝
吹
町
）　

彫
刻

11
月
22
日	

資
料
館
蔵
石
黒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

絵
画

12
月
18
日	

金
蓮
寺
（
吉
良
町
）　

建
造
物
年
輪

年
代
調
査

民
俗
部
会

●
部
会

６
月
６
日
・
９
月
５
日
・
12
月
19
日

●
調
査

４
月
25
日　

調
査
協
力
者
打
ち
合
わ
せ

５
月
２
日　

製
塩
作
業
用
む
し
ろ
網
実
演

５
月
23
日
・
６
月
20
日
・
27
日
・
７
月
４
日
・
11
日
・

８
月
８
日
・
９
月
13
日	

調
査
協
力
者
聞
き
取
り

６
月
13
日　

幡
豆
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
品

７
月
11
日　

山
口
地
区
・
桑
畑
地
区
祇
園
祭

７
月
18
日　

寺
部
地
区
祇
園
祭

８
月
２
日
・
14
日　

か
ぎ
万
燈

８
月
22
日
・
26
・
27
日　

一
色
大
提
灯
祭
り

９
月
26
日　

幡
豆
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
資
料

10
月
10
日
・
11
日　

鹿
川
祭
礼

10
月
13
日
・
17
日
・
18
日　

田
貫
の
棒
の
手

10
月
18
日　

中
畑
の
お
ま
ん
と
祭
り

10
月
24
日
・
25
日　

桜
井
の
棒
の
手

10
月
31
日　

牧
野
家
日
記

11
月
７
日　

龍
蔵
院　

村
共
同
墓
地

11
月
21
日　

地
名
調
査

11
月
29
日　

鳥
羽
の
火
祭
り
関
連

12
月
７
日　

山
の
講
調
査

12
月
20
日　

て
ん
て
こ
祭
り
関
連

調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
へ 

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

瀬門神社馬具調査の様子
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